
 ８２
０
2４

年
（
令
和
６
年
）

Ｎ
o
.2

21 月
号

 
７
月
１
日
（
月
）、

千
葉

県
芝
山
町
と
「

空
港

で
結

ぶ
友
好
都
市
」
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
芝
山
町
は
、

世
界
へ
の
玄
関
口
で
あ
る
成
田
空
港
に
隣
接
。
今
後
、

成
田
・
奄

美
路

線
の
維

持
、
大

都
市
圏
と
の
交
流
を

さ
ら
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。（

本
紙
２
、
３
ペ
ー
ジ
に

関
連
記
事
）

今
月

号
の

主
な

内
容

芝
山

町
と

友
好

都
市

協
定

を
締

結
　
　
P2-3

Ｊ
Ａ
Ｌ
就
航

60
周
年
、ｐ

ｅ
ａ
ｃ
ｈ
就
航

10
周
年
　
P4-5

定
額

減
税

し
き

れ
な

い
方

へ
の

調
整

給
付

金
　
P6

児
童

手
当

拡
充

の
お

知
ら

せ
 
 
 
 
　
　
P8

広
報
「

奄
美

市
だ

よ
り

」
の

題
字

制
作
 
　
　
P18
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芝
山
町
は
、世
界
へ
の
玄
関
口

で
あ
る
成
田
国
際
空
港
に
隣

接
。千
葉
県
北
東
部
に
位
置
し
、

令
和
６
年
７
月
現
在
で
は
、

３
、
０
０
８
世
帯
で
人
口
は

６
、６
６
０
人
。

　

平
成
26
年
７
月
１
日
、
成
田

国
際
空
港
と
奄
美
空
港
を
結
ぶ

新
規
路
線
と
し
て
格
安
航
空
会

社
の
バ
ニ
ラ
・
エ
ア
（
現
在
は

ピ
ー
チ 

ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
承

継
）
が
就
航
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
芝
山
町
と
本
市
は
10
年
間

に
わ
た
り
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

　

芝
山
町
か
ら
町
長
、
議
長
を

は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま
が
複
数

回
に
わ
た
っ
て
本
市
を
訪
れ
、ま

た
平
成
28
年
か
ら
は
、
芝
山
町

の
中
学
校
に
修
学
旅
行
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
市
か

ら
は
芝
山
町
最
大
の
町
民
祭
り

「
芝
山
は
に
わ
祭
り
」
や
「
航
空

科
学
博
物
館
」
で
の
催
事
に
特

産
品
ブ
ー
ス
を
設
置
さ
せ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
様
々
な
交
流
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

路
線
就
航
か
ら
10
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、こ
れ

ま
で
温
め
て
き
た
絆
を
強
固
に

し
、さ
ら
な
る
交
流
拡
大
へ
と
繋

げ
て
い
く
た
め
、「
空
港
で
結
ぶ

友
好
都
市
」
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
成
田
・
奄
美
路
線

の
維
持
、
大
都
市
圏
と
の
交
流

を
さ
ら
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
連
携
の
テ
ー
マ

は
「
人
と
人
を
空
で
結
び 

共
に

羽
ば
た
く
友
好
都
市
」で
す
。
産

業
振
興
・
観
光
交
流
に
関
す
る

相
互
協
力
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
達
の
交
流
、
そ
の
他
空
港
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
空
港
で
結
ぶ
友
好
都
市
」

千
葉
県
芝
山
町
と
協
定
を
締
結

安田 壮平 奄美市長 麻生 孝之 芝山町長

人と人を空で結び

共に羽ばたく友好都市として
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芝
山
町
（
し
ば
や
ま
ま
ち
）
の
名
称
は
、

昭
和
30
年
7
月
、
二
川
村
と
千
代
田
村
が

合
併
し
た
と
き
、
名
高
い
芝
山
仁
王
尊
観

音
教
寺
、
明
治
2
年
に
設
置
さ
れ
た
柴
山

藩
の
こ
と
な
ど
か
ら
決
ま
り
ま
し
た
。

　

空
港
を
通
し
て
世
界
と
つ
な
が
る
芝
山

町
に
は
空
港
関
連
の
会
社
が
立
ち
並
ぶ
ほ

か
、
航
空
科
学
博
物
館
や
“
空
”
に
ち
な

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
17
基
の
古
墳
か
ら
成
る
国
指
定

史
跡
・
芝
山
古
墳
群
や
出
土
さ
れ
た
埴
輪

（
は
に
わ
）
は
町
を
象
徴
し
、
例
年
11
月
に

「
芝
山
は
に
わ
祭
り
」
が
催
さ
れ
る
ほ
か
、

町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ば
っ
こ
く
ん
」

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

肥
沃
な
土
地
に
恵
ま
れ
た
千
葉
県
内
有

数
の
農
業
地
帯
で
あ
る
芝
山
町
で
は
、
米

は
も
ち
ろ
ん
、
ス
イ
カ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
ト
マ

ト
、
落
花
生
な
ど
が
生
産
さ
れ
、
道
の
駅

や
空
の
駅
に
は
、
地
元

食
材
を
利
用
し
た
魅

力
あ
る
特
産
品
が
並
び

ま
す
。 芝

山
町
に
つ
い
て

　芝山町は、千葉県の北東部のほぼ中央にあ

り、東京都心から約60 キロメートル圏に位置

し、北は我が国を代表する世界への玄関「成田

国際空港」に隣接しています。

（施設）ひこうきの丘

（秋のお祭り）はにわ祭

（施設）芝山古墳・はにわ博物館

芝山町の特産品

しばっこくん
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日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
グ

ル
ー
プ
は
、
７
月
１
日
、
奄
美

大
島
＝
鹿
児
島
・
喜
界
島
・
徳

之
島
の
３
路
線
が
就
航
60
周

年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
を

記
念
し
て
奄
美
空
港
で
セ
レ

モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

奄
美
大
島
＝
鹿
児
島
線

は
、昭
和
38
年
７
月
１
日
に
東

亜
航
空
（
日
本
エ
ア
シ
ス
テ

ム
・
東
亜
国
内
航
空
の
旧
商

号
）
が
運
航
を
開
始
、
現
在

は
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

と
ジ
ェ
イ
エ
ア
が
同
路
線
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
奄
美
大
島
＝

鹿
児
島
・
喜
界
島
・
徳
之
島
線

を
利
用
し
た
乗
客
数
の
合
計

は
７
６
４
万
人
に
の
ぼ
り
、
こ

れ
ら
路
線
は
県
内
の
移
動
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
交

通
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
の

職
員
や
観
光
団
体
、行
政
の
関

係
者
ら
が
出
席
し「
未
来
の
奄

美
大
島
、
喜
界
島
、
徳
之
島
の

姿
」
へ
の
思
い
を
書
き
記
し
た

紙
飛
行
機
を
飛
ば
し
て
60
周

年
を
祝
し
ま
し
た
。

Ｊ Ａ Ｌ
奄 美 大 島 ＝ 鹿 児 島・ 喜 界 島・ 徳 之 島 線

就 航 6 0 周 年
７月１日（月） 奄美市笠利町 奄美空港
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７
月
１
日
、
ピ
ー
チ 

ア
ビ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
奄
美
＝
成
田

線
の
就
航
10
周
年
を
祝
し
て
、

地
元
関
係
者
と
と
も
に
奄
美

空
港
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）

が
奄
美
大
島
に
初
就
航
し
た

の
は
平
成
26
年
７
月
１
日
の

こ
と
、
当
時
の
バ
ニ
ラ
・
エ
ア

が
路
線
を
開
設
し
、
現
在
は

ピ
ー
チ
が
継
承
し
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
は
、
関
東
・

関
西
圏
と
の
観
光
や
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
の
費
用
的
な
負
担
軽

減
に
大
き
く
寄
与
し
、奄
美
＝

成
田
線
と
奄
美
＝
関
西
線
の

利
用
者
数
累
計
は
10
年
間
で

約
１
３
５
万
人（
成
田
約
90
万

人
・
関
西
44
万
人
）
に
達
し
た

と
の
こ
と
で
す
。

　

午
前
９
時
30
分
ご
ろ
、
奄

美
空
港
に
到
着
し
た
Ｍ
Ｍ

５
４
１
便
は
放
水
ア
ー
チ
で

迎
え
ら
れ
、
空
港
に
降
り
立
っ

た
同
便
の
利
用
客
に
は
記
念

品
と
し
て
大
島
紬
を
封
入
し

た
特
製
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
黒

糖
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

ｐｅａｃｈ
奄 美 大 島 ＝ 東 京（ 成 田 ） 線

就 航 1 0 周 年
７月１日（月） 奄美市笠利町 奄美空港
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▼被災した家屋は減免対象となる場合があります
　台風などの自然災害により建物の２割以上が損害を

受けた家屋は固定資産税の減免対象となる場合があり

ます。減免は被災後１年以内の税額のうち減免申請を

された時点で納期未到来の分となり、減免申請には「申

請書」と「り災証明書」が必要です。

※ り災証明が発行されても減免対象にならない場合が

あります。

※ 申請後に改めて現地確認を行い、減免対象となるか

判断します。

※ 被災後、修繕前の写真（被害状況・被害割合が明確

にわかるもの）を必ず撮影してください。

▼土地利用の変更があった方はご連絡ください
　右記の場合には、令和６年12月20日までに各支所

担当へご連絡ください。

・ 住宅用地に建っている家屋の全部または一部の用途を

変更したとき（例：店舗から住宅、または住宅から店舗）

・ 住宅用地の全部、または一部を住宅の敷地以外の目

的に利用するとき（例：店舗、事務所、有料駐車場など）

▼新築・増築・取り壊し時はご連絡ください
　適正な課税のため、家屋を「新築」「増築」「取り壊し」

したときは各支所担当へご連絡ください。

取り壊し：家屋を１月２日以降に「取り壊し」した場

合は、その１年は課税されます（連絡を受け職員が確

認した時点での滅失となります）。

※ご不明な点は下記へお問い合わせください。

固定資産税関連の手続き（減免申請、土地利用変更など）

名瀬：税務課 固定資産税係 ☎ 52-1111（内線 5216～5218）
住用：市民福祉課 市民サービス係 ☎ 69-2111（内線 2310・2311）
笠利：市民課 国保税務係 ☎ 63-1111（内線 3032）

　物価高への支援の一環として、納税
者本人と扶養親族に対して１人あたり
４万円（令和６年分所得税額３万円・
令和６年度個人住民税１万円）の定額
減税が実施されています。
　その際、定額減税しきれないと見込
まれる方に対しては、差額を「調整給
付金」として支給します。

詳しくは奄美市ホームページを
ご確認ください。▶

定額減税しきれないと見込まれる方に「調整給付金」を支給します。

支給対象者
「令和６年分推計所得税額」または「令和6年度個人住民
税所得割」が課税されている方で、定額減税により減税し
きれないと見込まれる方

支給金額
所得税の減税しきれない額と個人住民税所得割の減税し
きれない額を合算し、合計額を１万円単位で切り上げた額

申請方法

①または②の対象の方へ８月中旬以降に「調整給付金支給
のお知らせ」を送付します。

①プッシュ型（奄美市給付金担当室に口座登録のある方）

過去の給付金支給などで奄美市給付金担当室に口座登録
があるため、申請不要です。※口座変更や辞退の場合は②
のオンライン型申請が必要になります。

②オンライン型（奄美市給付金担当室に口座登録がない方）

奄美市給付金担当室に口座情報の登録がないため、オンラ
インにて口座登録または受給辞退の申請が必要です。

＜確認事項＞
・調整給付金の支給は原則として本人名義口座への振り込
みとなります。
・振込先口座の変更、オンライン申請が困難な場合などは
奄美市給付金担当室へのご連絡をお願いします。

【お問い合わせ先】
奄美市給付金担当室☎54-7108
受付時間 9：00～17：00

（土・日・祝日は除く）

　毎年８月・12月は国民健康保険税の徴収強化に取り組

んでいます。期間中は滞納者へ

の訪問や財産調査などを強化し、

悪質な滞納者に対しては、税の

公正・公平の観点から給与・預金・

保険および不動産等の処分や自

動車のタイヤロックを行います。

　納税相談も行っていますので各支所窓

口へお越しください。皆さまのご理解ご

協力をお願いします。

毎年８月・12 月は 県下一斉国保税滞納整理強化月間

名瀬：国保年金課 ☎ 52-1111（内線 5252）
住用：市民福祉課 ☎ 69-2111（内線 2311）
笠利：市民課 ☎ 63-1111（内線 3036）

タイヤロック
保険税と納め方

「
奄
美
市
だ
よ
り
・
ラ
ジ
オ
版
」
を
あ
ま
み
エ
フ
エ
ム
で
放
送
し
て
い
ま
す
！
（
月
～
土
は
朝
・
昼
・
晩
、
日
は
昼
・
晩
）
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
７
７
・
７
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
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▼限度額適用・標準負担額減額認定証とは
　医療費の自己負担が高額になる時に、医療機関窓口で
の支払額を自己負担限度額に抑えるために保険証と一緒
に提示するものです。マイナンバーカードを健康保険証と
して利用する場合は、限度額適用・標準負担額減額認定証
がなくても高額療養費制度における限度額を超える支払い
が免除されます。
　自己負担限度額は、世帯の所得により決まりますが、
70歳以上の一部の方は、認定証が不要となります。認定
証（令和６年８月1日～令和７年７月31日）が必要な方は、
下記へお問い合わせの上、窓口で申請してください。

　令和５年度の認定証をお持ちの方で令和６年度分の交
付対象となる方には、７月下旬に申請案内を郵送してい
ます。

（申請に必要なもの：保険証・代理申請の場合は、代理人
の身分証明となるもの）
　住民税非課税世帯で、申請より過去1年間に合わせて
90日を超える入院があった方は、入院時食事代の減額申請
が可能です。病院が発行した入院の領収書または90日を
超えて入院していたことがわかる証明書をあわせてお持ち
ください。

８月は国民健康保険の限度額適用・
標準負担額減額認定証の切り替え時期です

名瀬：国保年金課 ☎ 52-1111（内線 5243）
住用：市民福祉課 ☎ 69-2111（内線 2312）
笠利：市民課 ☎ 63-1111（内線 3035）

「サポステとは？」
　働きだす力を引き出し、職場に定着するまで全面的に

バックアップしている、国の委託機関です。就職活動

の不安な思いを丁寧に聴くことから始めます。

【対象者】
概ね15歳～49歳の方・ご家族の方

【相談時間】
月曜日～金曜日8：30～17：00(土日祝日は除く)
【相談料】無料(予約制)

(実際の支援内容)

・適性診断ビジネスマナーの講
座など一人ひとりに密着した支援

・コミュニケーション能力など
働くまでに必要なノウハウを段
階的に支援

【お問い合わせ先】
かごしま若者サポートステーション／奄美サテライト
奄美市名瀬港町5-31 ☎ 54-0001

amami-saposute@roukyou.gr.jp

サポートステーションに相談しませんか？

「働きたい」を応援します！

奄美市⺠間放課後児童クラブ運営費
補助事業者を公募します

　放課後児童クラブ（以下、「クラブ」という）の利用
児童が増加傾向にあることから、自己所有施設等を活
用して新たにクラブを設置する民間運営事業者を募集し
ます。
【実施方法】
対象校区におけるクラブの運営を市の補助事業として
実施しますので、対象となる事業者を公募型プロポー
ザル方式により選定します。

【内容】
放課後児童クラブの設置および運営

【対象校区および定員（１クラブ 40人程度）】
朝日小学校区（上限２クラブ）
小宿小学校区（上限１クラブ）

【開始日（予定）】
令和７年４月以降

【選定スケジュール（予定）】
①公募要領等の配布期間
8月13日（火）～8月29日(木 )
②参加表明書の提出締切
8月30日(金 )　午後5時

こども未来課 こども保育係 ☎ 52-1160
   mirai@city.amami.lg.jp

　スマホを小学生の娘に貸したところ、スマホに登録
されたクレジットカードでゲームの課金をしてしまった。
このように、未成年者が保護者の了承を得ずにオンライ
ンゲームに課金した事例が発生しています。

【アドバイス】

・ 保護者のスマホで遊ばせる場合は、保護者のアカウントは
必ずログオフしましょう。

・ 端末に登録されているクレジットカードの情報は削除する
ことができます。

・ 子どもにスマホで遊ばせる際はペアレンタルコントロール
をおすすめします。この機能は課金を承認制にできます。

・ パスワードは子どもに特定されないようにしましょう。
（誕生日、結婚記念日等は控えましょう）
・ 携帯キャリア決済は必要に応じて上限額を低くしましょう。

・ 日頃から決済完了メールや明細を確認しましょう。

　子どもにスマホを使わせる際は、課金についてのルー
ルやクレジットカードの仕組みなどしっかりと説明して
ください。
　困った際は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。

子どもがスマホで
オンラインゲームに課金した事例

消費者ホットライン（全国共通）☎188　
奄美市消費生活センター　☎52-1111（内線 5263）
(本庁２階　福祉政策課つながる相談室 内)
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児童手当受給中で、大学生年齢児童がいない世帯は手続き不要ですが、所得

上限限度額超過により、これまで児童手当を受給できていなかった方は新規申

請のお手続きが必要です！

【対象者】  令和７年３月31日時点で18歳以下の奄美市に住所がある児童の世帯
【発送時期】 ８月中旬に手続き案内および申請書類を送付します。
【提出方法】 返信用封筒にて返送、または、担当課窓口へ直接提出
※支給対象児童を養育していて、８月中に通知が届かなかった場合は、担当課へご連絡ください。

【提出期限】 一次期限：令和６年10月18日（金）【必着】（※12月支給の期限）
　　　　　最終期限：令和７年３月３１日（月）【必着】
　　　　　　※最終期限までは令和６年10月分に遡って支給します。
　　　　　　それ以降は、申請月の翌月からの支給となります。

＜公務員の方＞

　児童の保護者（生計の中心者）が公務員の場合、児童手当の手続きは、勤務先（所属庁）
となります。手続きの時期等は、それぞれの勤務先へお問い合わせください。

児 童 手 当 拡 充 の お 知 ら せ
～令和６年10 月分から制度が変わります～

名瀬：こども未来課 子育てサポート係 ☎ 52-1111（内線 5012）
住用：市民福祉課 福祉係 ☎ 69-2111（内線 2322）
笠利：いきいき健康課 福祉係 ☎ 63-1111（内線 3131）
詳細については、ホームページをご確認ください。

現在、児童手当または
特例給付を受けていますか？

高校生年齢以下

児童がいますか？

大学生年齢児童がおり、
その子を含め大学生年齢以下の

児童が３人以上いますか？

申請必要

変更後の

内容

申請対象者

申請に

ついて

申請不要 申請必要 申請不要

①支給対象年齢拡大

④支給月は２カ月に１回

③所得制限の撤廃

②多子加算の拡充

令和７年３月31日時点で18歳以下の児童（以下、高校生
年齢以下児童と表記）を養育している世帯

第３子以降の児童は、児童1人当たりの支給額が３万円。
令和７年３月31日時点で 22歳以下の児童（以下、大学生年
齢児童と表記）が算定対象。

18 歳以下の児童がいるすべての世帯が児童手当の対象に！

令和６年12月以降は偶数月での支給

はい いいえ

いいえ いいえはい はい



奄美市だより 令和６年８月号9

　令和７年度にお子さん（平成30年４月２日～平成31年４
月１日生まれ）が小学校へ入学予定の保護者の皆さま宛に、
通知書を９月頃にお送りします。詳細については、通知書を
ご確認ください。
※実施日に受診できない方は、他の校区の日程を受診する
ことができます。（受診日変更の事前連絡は不要です）
※新型コロナ、またはインフルエンザの感染拡大状況によっ
ては日程が変更になる場合があります。

就学時健康診断日程

名瀬：学校教育課 ☎ 52-1128（直通）
住用：地域教育課 ☎ 69-2111（内線 2501・2503）
笠利：地域教育課 ☎ 63-1111（内線 3022）

小学校名 実施日 受付 実施場所

名
瀬

奄美・伊津部 10/1（火）

13:00
奄美川商ホール

（奄美振興会館）
※名瀬・住用地区
合同開催

朝日・ 知 根・
小 湊・大 川・
崎原・芦花部

10/3（木）

名
瀬
・
住
用

名瀬・小宿・
住用・東城・市 10/2（水）

笠
利

赤木名・屋仁・
佐仁・笠利・
宇宿・節田・
緑が丘・手花部

9/24（火）14:15
農村環境改善
センター

　現況届の提出がない場

合、受給資格がなくなって

しまいますので、期間中に

手続きをお願いします。

※ 該当する方へ通知書を送付しますので、中身を確認の上、

必要書類をそろえて各支所の担当課へお越しください。

【優先受付期間】名瀬地区は予約制です。
◆児童扶養手当

　8/1（木）～30（金）9:00～16:30

◆特別児童扶養手当

　8/9（金）～8/30（金）9:00～16:30

※詳しくは通知書をご覧ください。

【お持ちいただくもの】

通知書・証書・その他必要書類

ひとり親家庭医療・児童扶養手当・
特別児童扶養手当受給者の皆さまへ

名瀬：こども未来課 子育てサポート係 ☎ 52-1111（内線 5010）
住用：市民福祉課 福祉係 ☎ 69-2111（内線 2323）
笠利：いきいき健康課 福祉係 ☎ 63-1111（内線 3131）

　本市は、小規模校入学特別認可校制度（特認校制度）

を導入しています。これは、「豊かな自然環境に恵まれ

た小規模校の特性を生かして、心身の健康増進と学ぶ

楽しさを味わいながら豊かな人間性を培いたい」と、希

望する児童生徒に対して、指定した学校に入学・転学

を認めると同時に、学校および過疎地の活性化を図ろ

うとするものです。

　未就学のご家庭および対象校に在籍する児童生徒の

保護者の皆さまで、ご興味がある方はご参加ください。

【日時】 ９月４日(水）19：00～20：00

【場所】 名瀬総合支所（５階大会議室）

【対象】 特認校入学を考えている保護者

【特認校】 崎原小中学校・芦花部小中学校・知根小学校・

小湊小学校・市小中学校

【対象校】 名瀬小学校・奄美小学校・伊津部小学校・

朝日小学校・小宿小学校・名瀬中学校・金久中学校・

朝日中学校・小宿中学校 

【その他】 

①未就学のご家庭で、参加を希望する方は、事前にご

連絡ください。（※事前申し込み必須）

②対象校在籍のご家庭には案内文を配布しています。

特認校 転入学希望者説明会

「小湊の海を守ろう！」
【特認校・小湊小学校の取り組み】

　総合的な学習の
テーマを「小湊の海
を守ろう」と設定し、
これまでの活動をさ
らに深化させていま
す。
　６月10日～14日
に、市内の大規模校
から９名の子どもた

ちが来校して、舟こぎやフィールドワークなど小湊でし
かできない体験をしました。
　今年度初の取り組みとして海洋プラスチックを破砕
したものを活用したアクセサリー作りを行いました。自然
環境を壊す海洋ごみが、子どもたちの手で世界に一つだ
けのアクセサリーに変身しました。
　今年度から特認校になった小湊小学校で、一緒に学
んでみませんか。

重要なお知らせ！

【お問い合わせ先】学校教育課 ☎ 52-1128（直通）
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窪山 なぎさ

今月の保健師

キャッチアップ対象者
高校２年生相当の年齢～27歳の女性
積極的勧奨が控えられていた時期に接種できなかった年代。
1回目の接種を令和６年９月までに接種する必要があります。

〈対象〉
①小学校６年生～高校1年生相当の女の子（定期接種対象者）
②平成９年４月２日～平成20年４月１日生まれの女性（キャッチ
　アップ対象者）

① ＨＰＶワクチンの接種　

　子宮けいがんは、HPV（ヒトパピローマウ
イルス）の感染が原因と考えられています。
このウイルスは、女性の多くが“一生に一
度は感染する”といわれるウイルスです。
　感染しても、ほとんどの人ではウイルス
が自然に消えますが、一部の人でがんに
なってしまうことがあります。

原因は？？

奄美市の検診でも若い世代に
『前がん病変』増えています

正常な細胞 ＨＰＶに
感染

子宮けいがん前がん病変
（異形成）

② 子宮けいがん検診（20歳～）　

　HPVワクチンを接種していても、検診を
受けて早期発見に努めることが大切です。
　奄美市では毎年５月に女性がん検診を
実施しています。

ワクチン接種予診票の
再発行の申請は

←こちらから

詳しくは奄美市
ホームページを
ご確認ください→

【お問い合わせ先】

健康増進課予防係
☎52-1111（内線 5058）

　日本では、毎年約11,000人の女性が子宮
けいがんにかかり、約2,900人の女性が亡
くなっています。20代・30代の若い世代で
増え始め、なかには、30代で子宮を失う人

（妊娠ができなくなってしまう）が年間1,000
人いると考えられています。

子宮けいがんは、毎年多くの女性から
「いのち」と「未来」を奪っています。

子宮卵管

子宮筋層

子宮内膜

子宮口

卵管采

卵巣

膣

子宮頸部 子宮けいがんは、
子宮の入り口付近
にできるがんです。

子宮けいがんを予防するために、できることが２つあります

「
が
ん
」
か
ら
あ
な
た
を
守
る

　
　
　
　
　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

　

奄
美
市
で
は
、
毎
年
５

月
に
女
性
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
た
く
さ
ん
の
方
が
受
診

さ
れ
ま
し
た
。

 

女
性
が
ん
の
１
つ
に
「
子

宮
け
い
が
ん
」
が
あ
り
ま

す
。
学
生
の
皆
さ
ん
や
若

い
方
は
、「
自
分
に
は
ま
だ

関
係
な
い
」と
思
わ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か

し
、
ご
本
人
を
含
め
子
宮

け
い
が
ん
か
ら
、お
子
さ
ん

や
お
孫
さ
ん
を
守
る
た
め

に
、『
Ｈ 

Ｐ 

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
』

の
存
在
を
知
っ
て
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

 

私
に
も
娘
が
2
人
い
ま

す
。
子
ど
も
の
将
来
を
守

る
た
め
に
、で
き
る
こ
と
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※高校1年生及びキャッチアップ対象者の公費接種は今年度まで！

①定期接種対象

合計３回の接種が必要なため、
１回目の接種を令和６年９月ま
でに受ける必要があります。

②キャッチアップ対象
（令和７年３月31日まで）

小
６

高
１

高
２

27
歳

〈費用〉無料　
　　　対象年齢を過ぎて接種する場合、自費扱いとなります。
　　　１回につき約27,000円かかります。
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笠利いきいき
健康課

大山 由紀恵

今回の
インタビュアー

　

今
回
は
、
６
月
に
実
施
し
た
、
お
口

の
健
康
教
室
「
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
会
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す

　
「
硬
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ
た
」

「
食
事
の
時
に
む
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
薬
を
飲
み
こ
み
に
く
く
な
っ
た
」
な
ど

お
口
の
不
調
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る

と
、
お
口
の
機
能
低
下
に
よ
る
誤
嚥
性

肺
炎
や
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
、
さ
ら
に

は
心
身
の
機
能
低
下
に
つ
な
が
る
た
め
、

早
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

当
日
は
、
中
村
歯
科
・
矯
正
歯
科
医

院　

中
村
歯
科
医
師
よ
り
口
腔
環
境
が

も
た
ら
す
全
身
の
影
響
や
疾
患
に
つ
な

が
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
そ

の
後
、
重
野
歯
科
衛
生
士
よ
り
口
腔
体

操
の
意
味
や
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
パ
タ
カ
テ
ス
ト
や
風
船
ふ
く
ら
ま
し

な
ど
５
項
目
の
口
腔
機
能
検
査
体
験
を

行
い
、
楽
し
み
な
が
ら
、
自
身
の
口
腔
機

能
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
歯
の
大
切
さ
が
よ

く
理
解
で
き
た
」、「
と
て
も
良
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
友
人
や
地
域
の
健
康
教
室
で

も
紹
介
し
た
い
」
な
ど
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
76
歳
、
78
歳
、
80
歳

に
到
達
す
る
方
へ
「
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー

健
診
」
受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
無

料
で
口
腔
内
検
査
や
口
腔
機
能
検
査
が

実
施
で
き
ま
す
の
で
、
実
施
歯
科
医
療

機
関
で
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
と
な
る
方
は
自
宅
訪
問

に
て
、
歯
科
衛
生
士
と
保
健
師
に
よ
る

歯
科
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課 

資
格
審

査
係
（
☎
５
２-

１
１
１
１
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
事
業
で
は
、
高
齢
者
の
皆
様

が
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
、
い
つ

ま
で
も
健
康
的
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
個
別
訪
問
や
健
康
教
室
で
の

健
康
講
話
等
、様
々
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

歳
重
ね
て
も
自
分
ら
し
く
過
ご
す
生
き
方

　
～
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の

　
　
　
一
体
的
実
施
事
業
を
通
し
て
出
会
っ
た
高
齢
者
の
紹
介
～

歳
重
ね
て
も
自
分
ら
し
く
過
ご
す
生
き
方

　

～
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の

　
　
　

一
体
的
実
施
事
業
を
通
し
て
出
会
っ
た
高
齢
者
の
紹
介
～

vol . ７

　まーじんまは、認知症の人と家族に寄

り添いながら、少しでも力になりたいと

の思いで活動を続けています。ひとりで

悩まず一緒に手をつなごう。つながれば

きっと光が見えてくる！認知症で悩んで

いる方、関心のある方、ご参加をお待ちしています。

＜定例会＞（年４回開催）
【日時】８月24日（土）午後１時30分～３時30分

【会場】ＡｉＡｉひろば

【内容】
●介護体験談：「楽しく介護」家族介護者から
●講話：「私にできる危険対策（仮）」大島地区消防組合
●「奄美市の地域資源紹介」奄美市地域包括支援センター
●レクリエーション

●むんばなし

＜まーじんまカフェ＞（毎月開催）
【日時】第１日曜日 午後１時30分～３時30分
【会場】ＡｉＡｉひろば

＜まーじんま おでかけカフェ ｉｎ 笠利＞
【日時】９月６日（金）午後２時～３時30分
【会場】ふれ愛の郷

奄美市認知症の人と家族と支援者の会  まーじんま 活動のお知らせ

【お問い合わせ先】
高齢者福祉課☎52-1111（内線 5033・5038）

まーじんま お世話係のみなさん
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【８月は道路ふれあい月間】 【道路の利用について】

　本市では、農業を担う人材を育成するため、農業研修生
を受け入れ、パッションフルーツやかぼちゃ等の栽培研修、
農業基礎講座や各栽培講習会、視察研修等を実施し、就
農支援に取り組んでおります。

　７月１日（月）奄美市名瀬農村環境改善センターにおい
て、令和６年度奄美市農業研修生修了式並びに入所式が
行われました。
　修了生２名が農業経営への熱い思いを述べ、入所した
新研修生３名は、２年後の就農に向けての目標を発表し

ました。（敬称略）

【修了生２名】
・長 真琴、与沢 裕美（笠利地区にて就農）

【入所生３名】
・黒柳 明雄（奄美市農業研究センターにて研修）
・川上 正人、竹山 純子（笠利営農支援センターにて研修）

農業研修生修了式・入所式

農林水産課 営農指導係 ☎ 52-1111（内線 5142）

・ 大島支庁公用車駐車場にUターン場所を設け（※駐
車はできません）フラワーショップ花盛さんの店舗付
近まで車両の通行を可能としています。十分に歩行者
に注意して通行してください。

・ 名瀬小学校校庭および市役所駐車場は利用できませ
んので、民間駐車場や公共交通機関のご利用をお願い
します。

・墓参された際のごみの持ち帰りをお願いします。
・ 交通規制時間外の車両の混雑解消のため，交通誘導員
を配置しますので、誘導員の指示に従い交通ルールや
マナーを守り、安全にお盆をお迎えください。

永田墓地 旧盆交通規制
８月 16 日（金） 迎え盆
８月 1 8 日（日） 送り盆
【交通規制】午後３時～７時

※校庭は
駐車できません

名瀬小学校 市立
体育館

交通規制箇所

永
田
市
営
住
宅

花盛

旧火葬場

永田墓地

大島支庁
公用車駐車場

Ｕターン
場所

環境対策課 施設管理係 ☎ 52-1111（内線 5324）

　道路上に「プランター」「自転車・オートバイ」「敷地と
の段差解消のための鉄板やブロックなどの構造物」「私有
地から樹木の枝が道路にはみだしている事例」が数多く見
受けられます。これらにより転倒事故が発生した場合、設
置した人に事故の責任が及ぶ可能性があります。また道路
交通にも支障をきたしています。
　道路は本来、歩行者や車両が通行するために設けら

れています。安全のためにも路
上に商品や看板などを置かない
でください。また、樹木の適切
な管理をしていただきますようお
願いします。

道路の利用に関するお知らせ

名瀬：土木課 ☎ 52-1111
住用：産業建設課 ☎ 69-2111
笠利：建設課 ☎ 63-1111

道路の上は禁止

側溝 側溝

植木鉢等

看板等

　市内では、自転車・オートバイ
の違法駐輪や道路への放置車両が
多く見受けられます。特に、子ど
も・お年寄り・目の不自由な人など
にとって大変危険ですので、適切
な駐輪をお願いします。

　また、道路の穴（陥没）・段差・側溝の蓋版の破損やガー
ドパイプの腐食など、お気づきの点がありましたら、各支
所担当課へご連絡ください。
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　「奄美の郷」では、総合展示ホールと奄美シアター（有
料）で、奄美の歴史や文化、自然について知ることが出来
ます。無料ゾーンも充実で、「八月踊り」をゲーム感覚で体
験できるコーナーは島の人たちにも大人気。
　瀬戸内町から移築した古民家にいる“あまじい”は、方
言で島の昔話を聞かせてくれますし、ここでは奄美群島各
島々の島唄もふんだんに聞くことができます。夏休みの自
由研究にも役立ちそうです。

　「田中一村記念美術館」も必見です。田中一村は栃木県
生まれの日本画家で、50歳で奄美に移住し、69歳の生涯
を終えるまで奄美の自然を描き続けました。
　美術館の常設展示室（有料）では、約80点の作品を季
節ごとに入れ替えながら展示しています。
　そんな一村作品を、奄美の自然に囲まれた中で、いつで
も見ることができる美術館です。

＜お得情報＞
鹿児島県内の小・中・高校生は土日祝日の観覧無料
鹿児島県内在住の70歳以上の方はいつでも観覧無料

観光拠点施設「奄美パーク」
所在地：奄美市笠利町節田1834

＜開園時間（入館は閉園30分前）＞
9:00～18:00（７・８月は19:00まで）
観覧料・休園日は公式ホームぺージにて
☎ 奄美の郷 55-2333 / 美術館 55-2635

８月は奄美パークへ行ってみよう！
イベント情報は本紙 25ページへ

奄美の郷

あまじい

田中一村記念美術館

まやにゃんフォトグランプリ開催‼

　奄美大島ねこ対策協議会では飼い猫の
適正飼養推進を目的とした「まやにゃんフォ
トグランプリ」を開催します。
　当協議会が発行する「まやにゃんバー
カード」を保有している方の愛猫の写真を

対象にご応募いただき、奄美大島各地の施設にて展示を
行い、訪問者による投票も実施します。

【展示場所・開催日程】
商 店 街 祭 り　８月10日（土）
ビッグⅡ奄美店　８月11日（日） ～ ８月15日（木）
せとうち海の駅　８月16日（金） ～ ８月18日（日）
イオンプラザ大島店　８月19日（月） ～ ８月25日（日）

　素敵だなと思った写真にぜひ投票をお願いします。投
票してくださった方の中から抽選で３名様に粗品のプレゼ
ントもあります。
　皆様のご来場お待ちしています！！

【お問い合わせ先】
奄美大島ねこ対策協議会事務局

（事務局：世界自然遺産課）☎69-3062

▲まやにゃん
バーカードに
ついてはコチラ
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求職者向け

セミナー・イベント他

就業体験支援補助金 
就職前に行われる就業体験について費用の一部を補助します。

移住希望者・・・ 旅費宿泊費の一部を補助。
　　　　　　　　旅費上限１万円　宿泊費２千円（１泊あたり上限）×日数（上限７日）

人材確保・就職支援給付金
市の定める支援強化業種に就職した方を対象とする給付金事業を行います。
1.本島内の学校を前年度に卒業後就職した方…一律10万円
2.移住者無資格者15万円　有資格者20万円

企業向け・求職者向けの雇用や求職者のスキルアップに関するセミナーを
開催しています。企業と求職者とのマッチングイベント等も行っています。

▲ 詳細はこちら

▲ 詳細はこちら

【お問い合わせ先】
商工政策課　しごと政策係　☎52-1127 (直通 )

雇 用 と 就 職 の
支 援 制 度 が あ り ま す！

事業者 求職者

就職前に、どんな
会社か知りたい、、、

いい人材を
雇いたい！

もっと皆が働きやすい
環境にしたい！

従業員のスキルアップを
図りたい！
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働きやすい職場づくり応援助成金

【セミナー】 働きやすい職場にするため、取り組み事例や取り組み方法について
　　　　 セミナーを開催します。

【 助 成 】 1事業所　20万円上限×４社
女性や高齢者・障がい者等、多くの方が働きやすい環境に変えていくために係る環境
整備について経費の３分の２を助成します。

キャリアアップ助成金　事業所 1件につき上限10万円

事業に必要とされ、島外のみで資格取得できる資格を従業員に取得させた事業所に
対して、対象経費の３分の２を助成します。

中小企業退職金共済掛金補助金　1人当たり補助上限 １万２千円
福利厚生の一環として中小企業退職金共済契約を締結した事業所に対して共済掛金
の一部を補助します。掛金上限５千円×20％×12カ月分 =１万２千円（１人あたりの
上限）

▲ 詳細はこちら

事業者向け

求人活動応援補助金　1事業所 上限10万円
求人活動として、島外イベントへの参加や自主イベント実施などの取り組みにお
いて係る経費の２分の１を助成します。

就業体験受け入れ企業 市ホームページ掲載
雇用促進の目的で、求職者の就業体験を受け入れる事業所のリストをホームペー
ジに公開します。

【補助対象者】

・ 市内に本社・本店、主たる事業所を置く法人または
個人事業主

【要件】

・ 補助金交付後、少なくとも３年間は従業員用住宅と
して活用すること

・ 正社員用（無期雇用）の従業員住宅として活用する
こと

「移・職・住」総合対策事業補助金

　本市の働き手不足解消に向けて、意欲ある民間企業
の取り組みを推進するため、従業員の住宅整備に係る
費用の一部を補助します。

ＮＥＷ!!

▲ 詳細はこちら

【補助対象事業と金額】

※上限は１事業者あたり同一年度内において300万円まで
※補助率は補助対象経費の２分の１以内

対象事業 内容 金額

住宅整備
新築・既存共同
住宅の購入・改修

30万円 / １戸×整備戸数

空き家整備
空き家の購入・
改修および賃借

100万円 / １軒【購入】
30万円 / １軒【賃借】

住宅借上
民間共同住宅の
賃借

10万円 / １戸

▲ 詳細はこちら
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「
奄
美
市
だ
よ
り
・
ラ
ジ
オ
版
」
を
あ
ま
み
エ
フ
エ
ム
で
放
送
し
て
い
ま
す
！
（
月
～
土
は
朝
・
昼
・
晩
、
日
は
昼
・
晩
）
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
７
７
・
７
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

総
務
課 

 

52
‐
１
１
１
１

（
内
線
５
４
１
６
・
５
４
１
７
）

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

発
生
時
に
備
え
、
令
和
６
年
８
月
28

日
（
水
）
午
前
11
時
（
２
分
間
程
度
）

に
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、

全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト)

を

用
い
た
訓
練
で
、

当
日
は
、
防
災

行
政
無
線
等
に

よ
り
市
内
全
域

に
訓
練
放
送
が

流
れ
ま
す
。

環
境
対
策
課 

 

52
‐
１
１
１
１

（
内
線
５
３
２
１
・
５
３
２
２
・
５
３
２
３
）

　

８
月
18
日
（
日
）
の
第
３
日
曜
日
は

送
り
盆
の
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

８
月
の
市
民
清
掃
回
収
は
中
止
し
ま
す
。

　

第
３
日
曜
日
の
前
後
１
週
間
ほ
ど
は
、

臨
時
の
回
収
を
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。

公
共
の
場
所
（
道
路
・
公
園
・
河
川
な
ど
）

の
市
民
清
掃
回
収
の
ご
依
頼
は
、
①
ご

み
の
量
、
②
ご
み
を
置
い
た
場
所
、
③

代
表
者
の
連
絡
先
、
の
３
つ
を
環
境
対

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

車
両
や
人
員
の
状
況
に
よ
り
、
す
ぐ

に
は
回
収
で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
可
能

な
限
り
自
治
会
で
実
施
箇
所
を
取
り
ま

と
め
て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
公
営
住
宅
の
敷
地
内
の
伐
採
を
行
う

際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
部
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。）

名
瀬
：
福
祉
政
策
課 

  

52
‐
１
１
１
１
（
内
線
５
０
０
５
）

住
用
：
市
民
福
祉
課

69
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
３
２
０
）

笠
利
：
い
き
い
き
健
康
課

63
‐
２
９
９
９
（
内
線
３
１
３
１
）

　

今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲

に
思
い
を
致
し
、
追
悼
の
意
を
表
す

る
た
め
、
ご
遺
族
お
よ
び
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
臨
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

駐
車
場
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
名
瀬
】
ア
マ
ホ
ー
ム
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ 

（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
マ
チ
ナ
カ

ホ
ー
ル

８
月
15
日
（
木
）
11
時
40
分
～
12
時

10
分

【
住
用
】
住
用
総
合
支
所
３
階
大
会

議
室

８
月
15
日
（
木
）
９
時
半
～
10
時
半

【
笠
利
】
太
陽
が
丘
運
動
公
園
招
魂

碑
前
広
場
※
雨
天
時　

農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

10
月
16
日
（
水
）
９
時
半
～
10
時
半

【
申
込
先
】
福
祉
政
策
課 
社
会
福
祉
係

  

52
‐
１
１
１
１
（
内
線
５
０
０
５
）

県
庁
社
会
福
祉
課

  

０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
８
２
８

　

鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没
者
追
悼

式
へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
ご
遺
族

を
募
集
し
ま
す
。

【
日
程
】
11
月
14
日
（
木
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま
す
。

【
場
所
】
鹿
児
島
霊
園
（
沖
縄
県
糸
満

市
平
和
祈
念
公
園
内　

摩
文
仁
の
丘
）

【
対
象
者
】
沖
縄
お
よ
び
沖
縄
近
海
で

の
戦
闘
で
戦
没
し
た
方
の
配
偶
者
及

び
三
親
等
内
の
ご
遺
族

【
申
込
期
間
】
８
月
30
日
（
金
）
ま
で

【
募
集
人
員
】
７
人
（
県
内
全
体
で
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
と
な

り
ま
す
。

鹿
児
島
県
遺
族
連
合
会

（
鹿
児
島
市
鴨
池
２
丁
目
30
‐
８
）

   

０
９
９
‐
８
１
２
‐
８
２
９
２

　

こ
の
事
業
は
一
般
社
団
法
人
日
本
遺

族
会
が
実
施
す
る
も
の
で
、
戦
没
者

遺
児
に
対
す
る
慰
藉
の
一
環
と
し
て
父

等
を
国
に
捧
げ
た
戦
没
者
の
遺
児
が
、

一
度
は
亡
き
父
等
の
地
に
赴
き
心
ゆ
く

ま
で
の
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

現
地
の
方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
日
本
遺
族
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
右
記
の
連

絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
10
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、

帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手
数
料

等
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
参
加
費
は
、
燃
料
費
の
高
騰
、
円

安
等
諸
般
の
事
情
に
よ
り
値
上
げ
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
参
加
資
格
】
戦
没
者
の
遺
児

【
実
施
地
域
】
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

東
・
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
タ
イ
、
ギ

ル
バ
ー
ト
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

中
国

名
瀬
：
市
民
課   

52
‐
１
１
１
１

住
用
：
市
民
福
祉
課 

69
‐
２
１
１
１

笠
利
：
市
民
課 

63
‐
１
１
１
１

　
「
人
権
」
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
人
間
が
人

間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
、
誰
か

ら
も
侵
さ
れ
な
い
基
本
的
な
権
利
で

あ
り
、
ま
た
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

安
全
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
す
。

　

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
人
権
だ
け
で
は

な
く
、
他
人
の
人
権
に
つ
い
て
も
正
し

く
理
解
し
、
一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
を

認
め
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
の
身
近
な
こ

と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
そ
し
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
各
担
当
窓
口
へ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ

©Amami City

８
月
は

人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

８
月
の
市
民
清
掃
中
止
の
お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
等
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

令
和
６
年
度

奄
美
市
戦
没
者
慰
霊
祭

鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没
者

追
悼
式 

参
列
遺
族
の
募
集

①防災行政無線
　市内に設置の防災行政無線から
　次のように一斉放送されます。

【放送内容】
・上りチャイム音
・「これは、Jアラートのテストです。」×３
・「こちらは、ぼうさい奄美市役所です。」
・下りチャイム音

②あまみエフエムディの放送
　上記と同じ内容が放送されます。

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
へ
の
参
加
募
集

太さ３cm以上の
木の幹や太い枝

太さ３cm未満の
木の枝

葉っぱ ・ 落ち葉 
・ 草

「直径30cm × 
長さ150cm 以
内」の大きさで
出してください。

長さ150㎝以内、
ひも等で束ねて
ください。

透明な袋などに
入れ、土は必ず
落としてくださ
い。

〇ごみを出す際の注意点
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（
公
財
）
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

 　

０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

　

日
常
生
活
で
の
お
困
り
ご
と
、
嫌

が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。●
相
談
無
料
、●
匿
名
可
、

●
秘
密
厳
守

【
受
付
】
月
曜
日
～
金
曜
日

（
※
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を

除
く
）

【
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）
人
権

教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
厚
生

労
働
省
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り

実
施
す
る
も
の
で
す
。

奄
美
大
島
地
区
介
護
保
険
一
部
事
務

組
合 

事
務
局
（
担
当
：
碩
【
セ
キ
】）

 
 

５
２
‐
４
９
０
０

【
職
種
】
一
般
事
務
職

(

地
方
公
務
員)

【
採
用
予
定
人
員
】

若
干
名

【
受
験
資
格
】
昭
和
59

年
4
月
2
日
か
ら
平

成
19
年
4
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者

【
試
験
日
】
10
月
20
日
（
日
）

【
試
験
会
場
】
ア
マ
ホ
ー
ム
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ 

Ａ
（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

【
受
付
期
間
】
８
月
13
日
（
火
）
～

９
月
13
日
（
金
）

【
受
験
申
込
書
の
配
布
】
組
合
事
務

局
、
奄
美
市
、
大
和
村
、
宇
検
村
、

瀬
戸
内
町
、
龍
郷
町
、
喜
界
町
の
窓

口
で
配
布
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

【
給
与
】
奄
美
市
条
例
に
準
じ
た
給
与

※
詳
細
に
つ
い
て
は
各
市
町
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

税
務
課 　

52
‐
１
１
１
１

　

市
税
、
水
道
料
、
学
校
給
食
費
な

ど
の
納
付
は
口
座
振
替
が
お
す
す
め

で
す
。

　

ま
だ
口
座
振
替
を
ご
利
用
で
な
い

方
は
簡
単
・
便
利
な
「
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座

振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
で
の
お
申
込

み
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】

通
帳
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

納
付
書
ま
た
は
通
知
書

鹿
児
島
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

　
　

０
９
９-

２
８
６-

５
５
７
５

　

夜
間
中
学
は
、
義
務
教
育
を
終
了

し
な
い
ま
ま
学
齢
を
経
過
し
た
方
な

ど
、
様
々
な
理
由

で
十
分
な
義
務
教

育
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
の
教
育

を
受
け
る
機
会
を

保
障
す
る
た
め
に

重
要
な
役
割
を
果

た
す
制
度
で
す
。

　

令
和
７
年
４
月

に
開
校
予
定
の
「
県
立
い
ろ
は
中
学

校
（
夜
間
中
学
）」
の
入
学
説
明
会

が
奄
美
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

入
学
を
ご
検
討
の
方
は
鹿
児
島
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
詳
細
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】
８
月
25
日
（
日
）

昼
の
部 

14
時
～
16
時
25
分

夜
の
部 

18
時
～
20
時
25
分

【
会
場
】
県
立
奄
美
図
書
館

市
民
課 　

52
‐
１
１
１
８

　

市
内
の
施
設
・
支
援
団
体
等
が

行
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
サ

ポ
ー
ト
（
※
１
）・
代
理
交
付
（
※

２
）
に
よ
る
カ
ー
ド
の
受
取
り
に
対

し
て
、
対
象
者
1
名
の
支
援
に
つ
き

最
大
４
千
円
の
報
償
費
を
お
支
払
い

し
ま
す
（
事
前
協
議
必
須
で
す
）。

　

支
援
対
象
者
・
申

請
様
式
等
、
詳
し
く
は

奄
美
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
実
施
予
定
】
８
月
６
日
（
火
）

～
予
算
な
く
な
り
次
第
終
了

（
※
１
）
申
請
サ
ポ
ー
ト
と
は

　

対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
申
請
書
の
記
入
補
助
や
、
顔
写
真

撮
影
等
の
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
施
設
・

支
援
団
体
自
身
で
行
う
こ
と
で
す
。

（
※
２
）
代
理
交
付
と
は

　

完
成
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

市
役
所
に
て
代
理
で
施
設
・
支
援
団

体
が
受
領
す
る
こ
と
で
す
（
必
ず
対

象
者
へ
カ
ー
ド
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
）。

学
び
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

 　

52
‐
１
３
８
４

　

奄
美
に
吉
本
新
喜
劇
メ
ン
バ
ー
な

ど
お
笑
い
芸
人
が
や
っ
て
く
る
！

【
公
演
日
時
】

10
月
26
日
（
土
）

（
開
場
）
午
後
５
時

（
開
演
）
午
後
６
時

【
会
場
】

奄
美
川
商
ホ
ー
ル

【
内
容
】

〈
第
1
部
〉
お
笑
い

オ
ン
ス
テ
ー
ジ
（
漫
才
・
漫
談
・
落

語
等
）

〈
第
2
部
〉
吉
本
新
喜
劇
メ
ン
バ
ー

と
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ

た
市
民
に
よ
る
コ
メ
デ
ィ
劇
場

※
共
演
し
て
く
れ
る
市
民
を
大
募

集
！
（
詳
細
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

【
入
場
料
】

※
宝
く
じ
助
成
特
別
料
金

前
売
券
２
千
円

当
日
券
２
千
５
百
円

【
前
売
券
販
売
開
始
日
】

９
月
１
日
（
日
）

大
島
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
予
防
課 

査
察
係

　

52-

０
１
０
０ 　

52-

５
１
０
７

　

防
火
管
理
者
と
し
て
の
「
資
格
」

を
付
与
す
る
た
め
の
講
習
で
す
。
取

得
を
希
望
す
る
方
は
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
と
な

り
ま
す
。（
定
員
各
40
名
）

【
日
時
】

第
１
回 

10
月
７
日
（
月
）・
８
日
（
火
）

第
２
回 
10
月
９
日
（
水
）・
10
日
（
木
）

※
第
1
回
ま
た
は
第
2
回
の
連
続
し

た
2
日
間
の
受
講
に
な
り
ま
す
。（
受

付
：
午
前
９
時
～
９
時
20
分
）

【
会
場
】
大
島
地
区
消
防
組
合
消
防

本
部 

２
階
会
議
室

【
申
込
書
・
実
施
要
領
】
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ご
確
認
く

だ

さ
い
。http://fd-

ohshima.jp/index.html

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

電
話
相
談
窓
口

市
税
な
ど
の
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受
付

令
和
６
年
度
奄
美
大
島
地
区
介
護

保
険
一
部
事
務
組
合 

職
員
募
集

夜
間
中
学
入
学
説
明
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

サ
ポ
ー
ト
・
代
理
交
付
に

係
る
報
償
費
制
度

宝
く
じ

ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
劇
場

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍ（インスタグラム）では、豊かな自
然や日常の風景を投稿しています。
　奄美市の魅力を一緒に発信しませんか？皆さまのＩｎｓｔａ
ｇｒａｍでハッシュタグ「#ａｍａｍｉｄａｙｓ」をつけた投稿を
大募集中。素敵な写真をリポストさせていただきます！

奄美市公式 Ｉｎｓｔａｇｒａｍ（インスタグラム）
ハッシュタグ「#ａｍａｍｉｄａｙｓ」投稿募集中！

ぜひご登録ください！
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　姉妹都市である米国テキサス州ナカドゥチェス市の中学
生10名と引率者２名が、中学生国際交流事業で奄美市を
訪れました。奄美市の中学生の家庭でホームステイをしな
がら、市内の小・中学校や大島高等学校を訪れ、児童・生
徒らとの交流を楽しみました。（５月17日～５月30日）

米国ナカドゥチェス市中学生と交流

　県障害者スポーツ大会で上位入賞した選手の皆さんが、
安田市長を表敬しました。大会の結果や入賞の喜びを報告
し、今後の大会への意気込みや競技普及へ向けた思いなど
を話しました。今後のご活躍を期待しています！（6月28日）

県障害者スポーツ大会出場選手が市長表敬

 令和６年３月に策定した「未来の奄美市づくり計画」
に基づく「ふるさと奄美を誇りに思う活動」の一環として、
今後も奄美市美術展覧会に入賞した児童・生徒の皆さ
んに題字制作を依頼する予定です。

　今月の「奄美市だより」
表紙の題字は、第 42回奄
美市美術展覧会・中学書道
部門で「奄美市議会議長賞」
を受賞した金久中学校２年
の緒方乙葉さんに制作をお
願いしました。
 緒方さんは小学１年から書
道を始めたそうですが、今
回の題字制作にあたっては

「見てくれた人にきれいと思ってもらえるように心を込めて
書きました。」とコメントしてくれました。

広報「奄美市だより」
の題字制作

県栄養士会災害支援チームJDA-DAT 鹿児島
県総合防災訓練で炊き出し等の訓練実施

　５月26日に行われた県総合防災訓練において、県栄養
士会で組織された災害支援チーム「JDA-DAT鹿児島」が、
奄美市では初となる災害支援活動の訓練を行いました。こ
の訓練では、健康相談や食事相談、炊き出し（災害食・栄
養支援）について、行政との連携を確認しました。

パッククッキングによる
個別対応食準備の様子

陸上自衛隊 奄美駐屯地と大規模災害時の
緊急避難場所に関する協定を締結

　この協定は、大規模災害発生時に奄美駐屯地の体育館
やグラウンドなど一部施設を避難場所として提供してもら
うものです。2022年のトンガ沖噴火による津波警報時も開
放されていましたが、協定締結により、さらなる安全確保
を図ります。（7月4日）

「住みよい環境を守る」標語作品展の表彰式
が行われました（７月５日）

以下の日程で展示しています。ぜひご覧ください。
●７月31日（水）～８月9日（金）マングローブパーク
●８月16日（金）～21日（水）アマホームＰＬＡＺＡ
   　　 （市民交流センター）
●８月22日（木）～27日（火）笠利総合支所１階ロビー
●８月28日（水）～９月30日（月）奄美空港３階送迎デッキ
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奄美海洋展示館　  ５５- ６０００ かりり

「ウミガメはどこからやってくるの？」

　

８
月
は
観
光
や
海
水
浴
な
ど
で
大
浜

海
岸
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
て
大
浜

海
浜
公
園
は
一
年
で
一
番
に
ぎ
わ
う
季

節
で
す
。
昼
間
は
に
ぎ
や
か
な
一
方
で
、

夜
に
な
る
と
産
卵
の
為
ウ
ミ
ガ
メ
が

ひ
っ
そ
り
と
浜
に
上
が
っ
て
来
て
卵
と
足

跡
を
残
し
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は

5
月
か
ら
8
月
末
ま
で
が
多
く
、
外
洋

に
面
し
海
浜
植
生
の
あ
る
海
岸
で
行
わ

れ
ま
す
。
奄
美
大
島
で
産
卵
す
る
ウ
ミ

ガ
メ
は
主
に
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
ア
カ
ウ

ミ
ガ
メ
の
2
種
類
。

　

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
琉
球
列
島
や
本
州

の
太
平
洋
側
日
本
の
温
か
い
海
に
広
く

見
ら
れ
繁
殖
期
に
な
る
と
鹿
児
島
県
で

は
奄
美
群
島
や
屋
久
島
、
種
子
島
な
ど

に
や
っ
て
き
ま
す
。
小
さ
い
頭
と
つ
る
り

と
し
た
甲
羅
が
特
徴
で
ウ
ミ
ガ
メ
の
な

か
で
は
比
較
的
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
は
大
き
な
頭
と
ゴ
ツ

ゴ
ツ
し
た
甲
羅
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
よ
り

も
一
回
り
体
が
小
さ
く
ず
ん
ぐ
り
と
し

た
体
形
を
し
て
い
ま
す
。
繁
殖
期
以
外

は
日
本
の
ず
っ
と
沖
合
中
国
の
間
に
あ

た
る
東
シ
ナ
海
で
生
活
し
て
い
る
と
言

わ
れ
、
中
々
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
大
浜
海
岸
の
産
卵
は
７
月
４

日
現
在
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
9
回
、
ア
カ

ウ
ミ
ガ
メ
1
回
で
去
年
と
比
べ
て
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
は
７
回
増
加
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
は
６
回
減
少
、
こ
こ
十
数
年
奄
美
大

島
で
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
上
陸
回
数

は
増
加
傾
向
で
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
は
減

少
傾
向
で
す
。

　

も
し
か
す
る
と
近
い
未
来
、
奄
美
大

島
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
見
ら
れ
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
洋
展
示
館
で
は
毎
朝
産
卵
跡
の
調
査

と
一
部
ふ
化
後
の
産
卵
巣
の
掘
り
起
こ

し
、
ふ
化
率
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
時
砂
の
中
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
子

ガ
メ
を
保
護
し
平
均
４
年
ほ
ど
飼
育
し

て
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
展
示
し
て
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
ほ
と

ん
ど
が
そ
の
よ
う
な
経
緯
で
保
護
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ウ
ミ
ガ

メ
が
安
心
し
て
産
卵
し
帰
っ
て
来
て
く

れ
る
よ
う
配
慮
を
し
な
が
ら
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

アオウミガメの産卵

アカウミガメの産卵

経済部門　コミュニティエンゲージメント賞

ミリオンパシフィック株式会社
SMILE BEACH AMAMI
◆月1回の海岸清掃×ビーチフィットネスイベントの開催
◆海岸清掃で回収した海洋プラスチックのアップサイクル
→キーホルダーやトレイなどの小物に
◆海洋プラスチックを利用したワークショップの開催
→ウミガメやお魚のキーホルダーつくり
◆高校生の海岸清掃への取り組み

＜PRポイント＞
・海洋プラスチックを利用した製品を作る新たな産業を作り出すこ
とに挑戦
・製品が購入されるほど、海岸が美しくなる仕組みを作ることで、
ゴミ拾いを価値のある仕事にする可能性に挑戦
・海洋プラスチックのアップサイクル製品を中心とする地域内経
済循環の構築を目指す

あまみＳＤＧｓアワード2023受賞団体・取組紹介
令和６年２月23日に開催された「あまみＳＤＧｓワード」で受賞
された団体と、その活動内容について紹介します。

プロジェクト推進課官民連携推進室 ☎ 69-3186　　ppp@city.amami.lg.jp

経済部門　エンパワーメント賞

男女共同参画あまみ会議
「男女共同参画あまみ会議」が設立から30年間にわたり行っ
てきた数 の々取り組みを通して、あらゆる分野の皆さまとの
協働活動を行い、また市への政策提言を行うことにより、奄
美における女性活躍の推進、性別役割分担の解消などの
ジェンダー平等推進に貢献してきました。
　誰もが性別にかかわりなく個人として尊重され、共に助け
合い、それぞれの能力を発揮して活き活きと自分らしく生き
ることのできる社会を目指して、これからも自己研鑽に努め、
活動を続けます。

 「男女共同参画あまみ会議」は、産業・経済・福祉・教育・文化・
行政といったあらゆる分野で活躍するメンバーで構成され、それ
ぞれが日々 学びを続け、知恵を出し合い、互いに高めあい助け合
いながら活動を行っています。
　人 の々価値観が多様化し、複雑な社会的課題を抱え、また人
口減少が進む現代においては、誰もが性別にかかわりなくそれぞ
れの能力を発揮し、共に助け合うことが必要です。



令和６年８月号　奄美市だより 20

住用地区 ６月末人口　 1,098人　716世帯（住民登録月報より）
住用総合支所からのお知らせ

【地域の方を迎えて『八月踊り伝承会』】
　伝承会では、最初に歌詞のシマグチの内容を学んで、
最後は輪になって踊りました。１つの輪になって踊るという
一体感を感じる伝承会でした。

【沖縄への修学旅行６月11日（火）～13日（木）】
　修学旅行では、美ら海水族館を見学したり、ひめゆり
平和資料館では沖縄戦について学んだりしました。また、
グループでの自主研修では那覇の街を楽しむなど島を離
れて充実した経験ができました。

住用小学校

【マングローブパークでカヌー体験活動】
　６月７日（金）、ふるさと体験留学に参加していた児童５
人と一緒にカヌー体験活動を行いました。干潮の流れにも
負けず協力してカヌーに乗ったり、マングローブの生き物
を観察したり最高の思い出になりました。

東城小中学校
【土砂災害出前授業】
　６月25日（火）、大
島支庁建設部建設課の
皆さまより、小・中学生
全員に土砂災害出前講
座をしていただきました。
水害の多い地域である
ため、被害に遭わないよ
う備えていきたいです。

【租税教室～税のしくみや納税について学ぶ～】
　６月25日（火）、税理士の浜崎幸樹氏を講師にお呼び
し、租税教室を行いました。一億円の一万円札を並べると
高さが１ｍになるなど、具体的でわかりやすく説明してい
ただきました。中学三年の榊幸太郎さんが、「税の種類や
公共施設の場所などを教えていただき、税に興味をもち
ました。」と感想を発表しました。

住用中学校
【鼓動をつなげ～AED実技研修～】
　６月６日(木)、住用消防分駐所の所員の方の指導で「AED
実技研修」を行いました。水の事故が増える季節を前に、
倒れた人を助ける訓練として行っています。心臓を止めず
に動かし続けることの大切さと大変さを実感しました。

【よい歯を磨いて育てよう】
　６月５日(水 )、峯﨑養
護教諭の指導で「歯と口
の健康教室」を行いました。
ふだん特別に意識せずに
行っている自分たちの歯み
がきを振り返
る良い機会と
なりました。

市中学校
【ＡＬＴのメグ先生とのお別れ会】
　大好きなメグ先生とのお別れは悲しいことですが、感謝
の思いを伝えるお別れ会を行いました。夏祭り風のレクリ
エーションを行い、楽しみながらお別れをしました。２年間、
市校の生徒のためにありがとうございました。



奄美市だより　令和６年８月号21

住用地区８月行事予定
日 行事名 場所

8/1（木） 定例嘱託員会（10:00～）
住用支所３階
大会議室

8/2（金） 燃やせるごみ 町内全域

8/3（土）
資源ごみ分別収集

（ペットボトル）
町内全域

8/5（月） し尿汲み取り 市・戸玉・山間

8/6（火）
し尿汲み取り

役勝・西仲間・
石原

燃やせるごみ 町内全域

8/7（水） 燃やせないごみ 町内全域

8/8（木）し尿汲み取り
見里・東仲間・
川内

8/9（金）
し尿汲み取り 摺勝・城・和瀬

燃やせるごみ 町内全域

8/13（火）

燃やせるごみ 町内全域

乳幼児健診・歯科検診
（受付12:30～12:45）

住用支所３階
大会議室

8/14（水）
古紙類分別収集

（新聞紙・ダンボール）
町内全域

8/15（木）戦没者慰霊祭
住用支所３階
大会議室

8/16（金）燃やせるごみ 町内全域

8/17（土）資源ごみ分別収集（ビン） 町内全域

8/20（火）燃やせるごみ 町内全域

8/21（水）燃やせないごみ 町内全域

8/23（金）燃やせるごみ 町内全域

8/25（日）
第36回三太郎まつり

（13:00～ 21:00）
内海公園自由
広場ほか

8/27（火）燃やせるごみ 町内全域

8/28（水）古紙類分別収集（その他紙類） 町内全域

8/30（金）燃やせるごみ 町内全域

9/2（月） 定例嘱託員会
住用支所３階
大会議室

9/3（火） 燃やせるごみ 町内全域

9/4（水） 燃やせないごみ 町内全域

9/6（金） 燃やせるごみ 町内全域

9/7（土）
資源ごみ分別収集

（ペットボトル）
町内全域

　

６
月
10
日
（
月
）、
民
生
委
員

の
皆
さ
ん
が
東
城
へ
き
地
保
育

所
を
訪
問
し
、
児
童
た
ち
と
折

り
紙
を
通
じ
て
心
温
ま
る
交
流

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
地
域
社
会

と
の
絆
を
深
め
る
た
め
の
活
動

の
一
環
と
し
て
実
施
。
色
と
り
ど

り
の
折
り
紙
を
持
参
し
、
児
童

た
ち
と
一
緒
に
折
り
紙
を
作
成

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
、
折
り
紙
で

鶴
や
カ
エ
ル
、
花
な
ど
を
作
り
、

完
成
し
た
作

品
を
互
い
に

見
せ
合
い
楽

し
ん
で
い
ま

し
た
。 民

生
委
員　

東
城

へ
き
地
保
育
所
で

児
童
た
ち
と
交
流

市道三太郎線の 夜間 の通行には予約が必要です！
①住用町にお住いの方が優先的に予約できる枠があります。

優先枠（1日1枠）

8月10日（土） 20:30 西側入口
8月11日（日） 21:00 西側入口
8月12日（月・祝）19:00 東側入口
8月16日（金） 20:30 西側入口
8月17日（土） 20:00 東側入口
8月18日（日） 19:00 東側入口

 ②予約１枠あたり2台まで利用できます。
【設定期間】8月10日（土）～18日（日）

【お問い合わせ先】
住用：市民福祉課 ☎ 69-2111
世界自然遺産課 ☎ 69-3062
奄美大島世界遺産センター ☎ 69-2281 
奄美野生生物保護センター ☎ 55-8620

夏休みに市道三太郎線周辺を利用される方へ

▲予約はこちらから

▲優先枠・
夜間利用ルール
について

※利用日の２日前の
正午までに予約が入
らなかった優先枠は、
地元以外の人も予約
可能となります。
※ガイド事業での利
用はできません。



令和６年８月号　奄美市だより 22

笠利地区 ６月末人口　 5,254人  3,083世帯（住民登録月報より）
笠利総合支所からのお知らせ

笠利版地域創生戦略策定審議会が
開催されました

　「10 年後、笠利町は
どんな町になっていて
欲しいか」をテーマに、
各分野から選ばれた14
名の委員が、集落活性
化や住環境、子育て環
境などについて意見を
交わしました。

第74回社会を明るくする運動
メッセージ伝達式

　６月12日（水）、笠利総合支所にて行われたメッセー
ジ伝達式において、北大島保護区保護司会会長 松田秀
樹氏から内閣総理大臣メッセージが、笠利支部長 川畑
克久氏から鹿児島県知事メッセージが手渡されました。

　講座内で、映画「オレンジランプ」のモデルとなった
丹野智文さんのメッセージ動画を鑑賞し、認知症への理
解を深め、当事者の気持ちを知り、自分らしく生活するた
めの工夫などを学びました。
　認知症サポーターとして、地域でできること、やってい
きたいことを話し合い、認知症があっても、地域の中で安
心して共に暮らせる社会についてみんなで考えました。

大島北高で認知症サポーター
養成講座を行いました

　６月６日（木）、明るい選挙推進協議会笠利支部が講
師を務め、屋仁小学校５、６年生を対象とした選挙に関
する出前授業を実施しました。選挙の大切さや必要性、
20代や30代の投票率が低いことなどについて学びまし
た。模擬投票も行い、 児童たちは初めての投票に緊張の
面持ちでしたが、良く考えて投票していました。
　６年生の祝優菜さんは、「18歳になったら必ず毎回選
挙に行きたい」と感想を話してくれました。

選挙について楽しく学びました

①舟こぎ競争大会8:30～12:30
　　　　　　　　　　（宇宿漁港）
②なんこ大会13:00～18:00
　　 （笠利農村環境改善センター）
③舞台芸能18:00～20:00（宇宿漁港）
④花火20:00～ 20:30（宇宿漁港）

【主催】
あやまる祭り実行委員会
【問い合わせ】
笠利:産業振興課
☎63-1111　  63-2440

8/11 ㈰
場所：宇宿漁港・
笠利農村環境改善センター

笠利町駐在員会を対象とした
防災研修会が行われました

　研修では、市の防災アドバイザーで鹿児島大学共通
教育センター准教授の井村隆介氏が「自助・共助」をテー
マに講話を行いました。過去の
災害を知ることにより今後起こ
るかもしれない災害に備えるこ
と、自分の身を守るための行動
の重要性や地域で助け合う行
動の在り方について、「事前に
考えておくこと」の大切さを学
びました。

井村隆介氏▶



奄美市だより　令和６年８月号23

笠利地区８月行事予定 　　No.294

【介護】…介護予防はつらつ教室

日 行事名 開始 場所

8/1（木）

駐在員会 9:00
笠利支所
3階会議室

群馬県みなかみ町と
の交流体験学習事業 
～8/5

- 笠利町内

8/6（火）
夏季児童習字教室
～8/9

- 笠利公民館

8/11（日）あやまる祭り 8:30
宇宿漁港 
笠利農村環境
改善センター

8/13（火）

たんぽぽクラブ 10:00 ふれ愛の郷

介護（用安） 10:00 用安公民館

笠利町語学教室～8/14 - 笠利公民館

8/14（水）介護（佐仁） 13:30
佐仁保健福祉
館

8/20（火）介護（手花部） 13:30
手花部へき地
保健福祉館

8/21（水）介護（屋仁） 14:00
屋仁地区振興
センター

8/22（木）介護（喜瀬２区） 14:00 喜瀬 2区公民館

8/27（火）介護（打田原・前肥田） 13:30 打田原集会場

8/28（水）
乳幼児健診 12:30 ふれ愛の郷

介護（里） 14:00 里学舎

8/30（金）
自然の家がやってき
たin笠利 
（スターウォッチング）

-
太陽が丘総合
体育館

9/3（火） 駐在員会 9:00
笠利支所
3階会議室

【男子バレーボール部・カヌー部 県インターハイ予選 
大健闘！！引き続き応援よろしくお願いします。】

　県インターハイ予選に出場し、男子バレー部は県ベスト
８、カヌー部は女子２名が九州大会出場、男子２名がイン
ターハイ出場を勝ち取りました。次回の大会でさらなる上
位入賞を心に決める様子も見え、今後の進展に注目です。

満一歳になりました。子どもは町の宝。
みんなでこの子たちに誇れる町づくりに努めましょう。

竹田 颯良（そら）ちゃん
令和５年８月９日生
愛梨（笠利３区）

積 京正（けいしょう）ちゃん
令和５年８月30日生
正彬（笠利１区）

【訂正とおわび】奄美市だより7月号22ページ、かさり
んピックの記事において、男子Ｂ優勝チームの写真表記
に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

（誤）男子Ｂ優勝　笠利Ｂチーム
（正）男子Ｂ優勝　赤木名Ｂチーム

【ミニサマーコンサート】

　６月18日（火）、本校体育館でサマーコンサートが開
かれました。 ダンス・吹奏楽部が、夏を感じさせる最
高の演舞・演奏を披露してくれました。次は３年生引退
後の新体制で行う文化祭（10月26日（土）予定）、クリ
スマスコンサート（日時未定）もお楽しみに！

体育祭９月７日（土）午前開催（予備日:９月８日）、多
くの方々のご来場をお待ちしております！

　６月15日（土）、松田サツエさん（宇宿在住）が満
100歳を迎えられ、市が敬老祝い金と賞状を贈呈し、長
寿をお祝いしました。おめでとうございます。

長寿は町の誇り
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奄
美
市
社
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福
祉
協
議
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無
料
法
律
相
談
【
日
時
】
８
月
17
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
～
4
時
【
担
当
】 

里
村 

紀
幸
司
法
書
士
【
要
予
約
】
５
名
ま
で　
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新着図書案内

【アマホームＰＬＡＺＡ】
（奄美市市民交流センター）

＊『その世とこの世』/ 谷川 俊太郎, ブ
　レイディ みかこ
＊『俺たちの箱根駅伝 上・下』
　/ 池井戸 潤
＊『表現を仕事にするということ』
　/ 小林 賢太郎
＊『ドクロ』/ ジョン・クラッセン
＊『折り紙キャッツ&ドッグス プレミアム』
　/ 山口 真

◆第70回青少年読書感想文全国
　コンクール課題図書入荷しました！

【名瀬公民館】（旧金久分館）
＊『ぎんなみ商店街の事件簿　Sister編・
　Brother編』/ 井上 真偽
＊『マイノリティデザインー弱さを生かせる
　社会をつくろう』/ 澤田 智洋
＊『うみのいきもの: きらきらひかるしかけ
　絵本』/ ドロシア・ディプリスコ・ワン
＊『絵本　それがぼくのいいところ』
　/ ながえおうき

・・・ほか

【四谷分館】
＊『奄美人入門　―歴史と、その意識の形
　成』/ 榊原 洋史
＊『56歳で初めて父に、45歳で初めて母
　になりました』/ 中本 裕己

・・・ほか

利用者カードを作って、たくさん本を借りに
来てくださいね。

アマホームＰＬＡＺＡ ☎ 52-1816
名瀬公民館 ☎ 53-5699

147

61

今月の一言

見里から役勝にかけてロードキル多発中！

（6月末までの合計）

• ８月８日（木）大倉 克大  弁護士（13:00～16:30）
• ８月22日（木）岡本 敏徳  弁護士（ 9:30～11:30）
• ８月29日（木）早瀬 弥恵  弁護士（11:00～12:00、13:00～15:30）
• ９月12日（木）青松 淳紀  弁護士（13:00～16:30）
• ９月19日（木）佐用 理紗  弁護士（ 9:30～11:30）
• ９月26日（木）岩本 研   弁護士（11:00～12:00、13:00～15:30）

要電話予約・弁護士は変更の場合あり。相談時間はひとり30分
原則ひとり年１回 ※予約後のキャンセルは必ずご連絡ください。

福祉政策課つながる相談室 ☎ 52-1111（内線 5263）

奄美法律相談センター 無料法律相談

【日程】８月25日（日）
【場所・時間】

● 浦上町集会場（名瀬浦上町 44-1）13:30～15:00

● 芦花部地区集会場（名瀬大字芦花部1127）16:00～17:30

 ※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

 多くの市民の皆さんのご参加をお待ちしております。
 企画調整課　市民協働推進室　☎52-1111（内線 5428）

「市民と市長のふれあい対話」
 を開催します

ぜひご参加
ください

●
香
典
返
し

（
寄
付
者
） 

（
地
区
） 

（
故
人
名
）

西
村　

み
ど
り 

（
小
浜
町
） 

前
山　

ウ
ス
イ

亀
山　

ア
サ
子  

（
佐
大
熊
町
） 

亀
山　

博
明 

松
岡　

哲
也 

（
和
野
）  

松
岡　

ヤ
エ

●
一
般
寄
付

小
林　

恵
美
子 

（
井
根
町
）

岡
村　

政
子 

（
朝
仁
町
）

㈲
奄
美
マ
イ
カ
ー
セ
ン
タ
ー
（
募
金
箱
） （
浦
上
） 

が
ん
ち
ゃ
ん 

（
宇
宿
）

寄付（社会福祉協議会）
　

次
の
み
な
さ
ま
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、芳
名
を
記
載
し
ま
す
。

（
敬
省
略
）

市営住宅空家待ち状況 （７月１日現在）

申込み住宅 待ち世帯 対象戸数

佐大熊 100 世帯 200戸
春　日 69 世帯 316戸
平　田 23 世帯 140戸
永　田 26 世帯 30戸
小　浜 66 世帯 32戸
浜　里 84 世帯 240戸
田　雲 42 世帯 106戸
真名津 36 世帯 70戸
その他 47 世帯 146戸

空家【 名瀬】根瀬部新・知名瀬新
　　　崎原新（いずれも世帯要件有）
　　　【住用・笠利】なし

※ 入居申込み後、申込書
の記載内容に変更が生じ
た方は必ず届け出てくだ
さい。

名瀬:建築住宅課 ☎ 52-1111（内線 5493）
住用:産業建設課 ☎ 69-2111（内線 2410）
笠利:建 設 課 ☎ 63-1111（内線 3052）

市民文化祭 出品・出演 
募集期限は８/22( 木 )

詳しくは奄美市ホーム
ページをご確認ください。
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奄
美
市
社
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福
祉
協
議
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あ
ま
み
お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
修
理
）【
日
時
】
８
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午
【
修
理
不
可
▼
ゲ
ー
ム
機
や
エ
ア
ガ
ン
等
】
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日 行事名 時刻 お問い合わせ先等

8/4（日）
まーじんまカフェ 
（介護者ゆらい処）

13:30
地域包括支援セ
ンター55-1165

8/9（金）
PLANNINGポップアッ
プマルシェ

11:00

まちづくり奄美
69-3432

8/12（月）

ポケモンカード大会
（中学生以下） 13:00
カードゲーム交流会

8/14（水）
ねっせんきゃきばろ
う会（男性体操教室）

13:30 地域包括支援セ
ンター55-11658/28（水） 13:30

▼奄美市ＡｉＡｉひろば　
 名瀬末広町14-10 ☎ 52-1778

イベントについてのお問い合わせは、各主催者へお願いします。

※主催者の都合により、日程や開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
※広報紙配布時期前後のイベントは掲載していないこともあります。

● ● ● ● ● ●  公共施設等のイベント案内  ● ● ● ● ●

▼鹿児島県立奄美図書館 名瀬古田町1-1

☎ 52-0244 52-9634 ※おはなしの森:毎週水曜15:30～16:00
※ ８月の休館日：５日（月）・13日（火）・19日（月）・26日（月）

日 行事名 時刻

7/20（土）
～9/1（日）

鹿児島県立奄美図書館15周年記念
第２弾組み合わせ自由10冊貸出

ー

8/4（日）

バックヤードツアー
（子供向け、保護者同伴）

13:10～
13:40

本で遊ぼう！チャレンジ教室
14:00～
15:30

8/31（土）

あまみならでは学舎④
演題：「奄美群島日本復帰運動に学ぶ」
講師:泉 芳朗先生を偲ぶ会
代表　楠田 哲久 氏

14:00～
15:30

日 行事名 時刻

8/1（木）
ネリヤカナヤフェスタ 奄美大島海
洋写真展～8/31（土）

9:00～
19:00

8/4（日）
田中一村記念美術館 夏休み親子
バックヤードツアー＆鑑賞会

（午前の部/午後の部）

10:00～
11:30/
13:30～
15:00

8/10（土）
第１回奄美カメラ部写真展"Born"
～ 8/25（日）

9:00～
19:00

8/11（日）
ネリヤカナヤフェスタ 第５回
ウォーターパーティー！in奄美パーク

10:00～
12:00

8/17（土）
奄美パーク夏祭り
～シマジマだより～　喜界島

13:30～
15:30

8/25（日）
ネリヤカナヤフェスタ
サマーコンサート

13:30～
15:30

▼鹿児島県奄美パーク　笠利町節田1834　

奄美パーク・奄美の郷 ☎ 55-2333/田中一村記念美術館 ☎ 55-2635
※開園時間 9:00～19:00　８月の休園日はありません

日 行事名 時刻 お問い合わせ先等

8/1
（木）

第61回奄美まつり協賛 
舞踊と演歌の祭典

18:00～
南条かつみ音楽
事務所と歌仲間
53-0179

8/8
（木）

光明寺主催 
合同お盆供養祭

18:00～ 光明寺53-0179

8/18
（日）

フリーマーケット
（一万人広場）

9:00～
12:00

西 090-3662-
0110

▼奄美川商ホール（奄美振興会館）　

名瀬長浜町 517 ☎ 54-1211 52-6852

遊びにいこうよ! 

▼アマホームＰＬＡＺＡ （市民交流センター）
 名瀬柳町 2-1 ☎ 52-1816

※８月の休館日：19 日（月） 施設管理者HP  QRコード▶

日 行事名 時刻 お問い合わせ先等

8/1
（木）

講演「多様な性（LGBTQ）
について考える～1人1
人にできること」 
講師団体：レインボー
ビュー宮崎

15:00～
16:30

奄美市人権・
同和教育研究
会 事務局 
090-8663-1582

8/3
（土）

平和のための戦争写真＆
絵画展～戦争のリアルな
姿を次世代へ～ 
8/3 10:00 ～ 8/7 18:00

9:00～
21:00

事務局　
52-4026

8/6
（火）

4人のピアニストによるピ
アノ演奏会 in AMAMI

18:30～
20:30

実行委員会　 
piano4amami@
gmail.com

8/11
（日）

歌のチカラ～コンサート＆
ゴスペルワークショップ～

15:00～
16:30

事務局　
090-7000-8662

8/13
（火）

奄美の自然と平和を守る
群島会議の写真展 
～南西諸島の軍事基地化
の歩み～ 
8/13 10:00～ 8/15 20:00

9:00～
21:00

事務局　
080-1710-1683

8/15
（木）

令和6年度　奄美市名瀬
戦没者合同慰霊祭

11:40～
12:10

福祉政策課　
52-1111

8/16
（金）

第19回「住みよい環境を
守る」標語作品展 
8/16 13:00～ 8/21 16:00

9:00～
21:00

環境対策課　
52-1111

8/21
（水）

健寿大学
14:00～
16:00

アマホーム
PLAZA 52-1816

【申し込み窓口】
名瀬：総務課 52-1111（内線 5417）
住用：市民福祉課 69-2111（内線 2302）
笠利：市民課 63-1111（内線 3042）

奄美市交通災害共済
かけ金は年間１人400円！

※複数年分の加入もOK

・基本見舞金 15,000円
・入院１日につき 1,100円
・通院１日につき 800円
・死亡した場合 100万円
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【
奄
美
の
方
言
紹
介
コ
ー
ナ
ー
（
文
化
財
課
）】 

言い

ゃ
ん
ば
ど
ぅ　

き
ょ
ら
か　

言い

い
ば
ど
ぅ　

は
ぐ
か

■
私
も
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
毎
日
や
っ
て
い

ま
す
が
、
障
害
1
級
で
家
の
中
を
手
す

り
で
歩
く
練
習
く
ら
い
で
す
。
申
し
訳

な
い
や
ら
恥
ず
か
し
い
や
ら
、
写
真
だ

け
毎
日
送
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今

の
楽
し
み
は
、
多
肉
植
物
た
ち
を
毎
日

眺
め
る
こ
と
と
、
B
型
事
業
所
で
始
め

た 

Ｃ 

a 

p 

c 

u 

t
（
キ
ャ
ッ
プ
カ
ッ
ト
）

か
な
ぁ
。
障
害
を
持
っ
て
６
年
経
ち
主

人
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
日
々
で
す
。

元
に
は
戻
れ
な
い
け
れ
ど
、
少
し
ず
つ
で

も
前
に
進
む
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
55
歳
女
性
）

■
今
年
度
、
人
事
異
動
で
奄
美
に
転
居

し
て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
奄
美
で
の

生
活
で
、
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

奄
美
市
だ
よ
り
で
必
要
な
情
報
を
得
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

奄
美
市
だ
よ
り
を
し
っ
か
り
読
み
、
奄

美
市
民
と
し
て
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。（
27
歳
女
性
）

■
晴
耕
雨
読
の
毎
日
で
三
国
志
60
巻
読

破
し
ま
し
た
。
ア
マ
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
で

見
つ
け
て
夢
中
で
読
み
ま
し
た
。
窮
地

の
脱
し
方
、
戦
略
、
駆
け
引
き
が
面
白

く
て
ど
ん
ど
ん
ひ
き
こ
ま
れ
ま
す
。
梅

雨
が
あ
け
奄
美
の
夏
到
来
で
す
。
イ
ン

ド
ア
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
へ
、
好
奇
心
い
っ

ぱ
い
の
シ
ル
バ
ー
生
活
楽
し
み
ま
ー
す
。

（
72
歳
女
性
）

■
７
月
号
の
こ
ど
も
と
行
け
る
施
設
特

集
の
保
存
版
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

民
泊
を
し
て
ま
す
の
で
、
お
子
様
連
れ

の
お
客
様
の
案
内
に
役
立
ち
ま
す
。
早

速
案
内
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
61
歳
女
性
）

■
5
年
振
り
に
奄
美
に
帰
省
し
て
い
ま

す
！
あ
の
頃
と
は
町
並
み
が
変
わ
っ
て

も
、
自
然
や
町
の
人
達
が
変
わ
ら
な

い
で
い
て
く
れ
て
る
こ
と
に
安
堵
感
で

す
！
た
だ
い
ま
シ
マ
よ
ー
（
29
歳
女
性
）

■
奄
美
市
に
き
て
4
年
目
に
な
り
ま
す

が
ま
だ
行
っ
て
な
い
子
供
と
行
け
る
施

設
が
あ
る
と
知
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
連

れ
て
行
き
た
い
で
す
。（
32
歳
男
性
）

■
小
学
生
の
1
人
息
子
は
学
校
に
出
発

す
る
前
、
玄
関
で
自
分
の
気
持
ち
を
切

り
替
え
る
為
に
、
毎
日
欠
か
さ
ず
、
あ

る
儀
式
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ハ
グ

や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
リ
ズ
ム
感
の
有
る

呪
文
を
含
め
る
と
数
分
間
に
渡
り
ま

す
。
時
間
に
余
裕
の
無
い
朝
な
ど
、
心

の
中
で
は
「
今
日
は
省
略
し
て
く
れ
な

い
か
な
」
と
思
う
こ
と
も
。
で
も
あ
る

時
、
成
長
と
共
に
や
ら
な
く
な
る
日
が

い
つ
か
訪
れ
る
事
に
気
づ
い
て
か
ら
は
、

そ
の
儀
式
は
愛
お
し
く
て
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
に
。
忙
し
い
朝
は
、
高

速
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に(

笑)

本
当
に
独
特
で
す
が
、
息
子
流
の
愛
情

表
現
の
お
陰
で
朝
の
始
ま
り
は
、
笑
顔

で
す
。(

因
み
に
お
父
さ
ん
バ
ー
ジ
ョ
ン

は
更
に
長
い
で
す)

（
45
歳
女
性
）

■
６
月
14
日
か
ら
３
回
実
施
の
前
期
高

齢
者
対
象
の
健
康
教
室(

メ
ン
ズ
コ
コ

ト
レ)

に
参
加
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト

レ
マ
シ
ー
ン
な
ど
を
使
い
体
力
無
さ
を

実
感
、名
瀬
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
か
ら
男
性
参
加
者
が
と
て
も
少
な
く

今
回
は
男
性
オ
ン
リ
ー
に
限
っ
た
と
の

事
。
高
齢
男
性
の
社
会
参
加
の
苦
手

さ
？
か
な
と
感
じ
た
。
行
政
の
事
業
を

生
き
方
に
活
か
そ
う
！
（
71
歳
男
性
）

■
梅
雨
明
け
後
、
厳
し
い
暑
さ
の
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
熱
中
症
・
夏
バ
テ
に

気
を
つ
け
て
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。
家

の
中
で
も
少
し
動
い
た
ら
汗
ビ
ッ
シ
ョ

リ
。
水
分
補
給
し
て
、
顔
と
手
と
腕
を

洗
っ
て
、
氷
水
に
手
ぬ
ぐ
い
を
浸
し
て

体
を
拭
い
て
、
着
替
え
て
、
扇
風
機

の
風
に
あ
た
る
。
こ
れ
で
ス
ッ
キ
リ
！

（
52
歳
女
性
）

■
い
つ
も
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
コ
ロ
ナ
や
天
候
不
順
に
よ
り
奄
美

祭
り
の
実
施
が
予
定
通
り
で
き
ず
寂
し

く
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
夏
は

こ
れ
ま
で
の
気
持
ち
を
吹
き
飛
ば
す
元

気
な
祭
り
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
八
月
踊
り
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
大
会
を
運
営
し
て
く
だ

さ
る
方
々
に
は
と
て
も
感
謝
い
た
し
ま

す
。（
57
歳
女
性
）

■
父
の
地
元
が
奄
美
大
島
、
阿
木
名
で

年
に
1
回
そ
ち
ら
へ
行
っ
て
ま
す
。
住

ん
だ
こ
と
は
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
父

の
ル
ー
ツ
が
あ
る
こ
の
島
が
大
好
き
で

す
！
広
報
紙
で
島
の
情
報
を
見
る
の
が

面
白
く
て
毎
回
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
更
新
心
待
ち
に
し
て
ま

す
。（
33
歳
女
性
）

■
い
つ
も
奄
美
市
だ
よ
り
見
て
い
ま
す
。

応
募
や
各
情
報
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

ま
た
新
生
児
の
誕
生
や
行
事
な
ど
こ
れ

か
ら
も
見
て
い
き
ま
す
！

（
33
歳
男
性
）

　

み
な
さ
ま
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

お
便
り
を
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

身
近
な
出
来
事
、奄
美
市
役
所
へ
の
ご
意
見
、広
報
紙
の
感
想
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

感
想
・
お
便
り
を
ハ
ガ
キ
や
ネ
ッ
ト
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
抽
選
で
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○読者プレゼントをご提供くださる事業者を募集しています。☎52-1111（内線 5425）

今月の読者お便りプレゼント

◆応募方法　ハガキかインターネットで、
①住所②氏名③年齢④電話番号⑤メッ
セージ（奄美市だよりの感想・ご意見・
身の周りのできごとなど）⑥希望商品を
ご記入のうえ、下記までお送りください。

◆送付先　〒894-8555鹿児島県奄美市名瀬幸町25-8 
 　奄美市役所「奄美市だより  お便り」係

◆応募締切　８月15日　（当日消印・送信分まで有効）

▲インターネット
でも応募できます。

①本場奄美大島紬を使用したサコッシュ :1 名様
（公益財団法人 奄美群島地域産業振興基金協会様より提供）

②コクトくんピンバッジ:５名様

①公益財団法人 奄美群島地域産業振興基金協会
本場奄美大島紬を使用した普
段使いできるサコッシュです。
購入については、本場奄美大
島紬協同組合までお問い合わ
せください。
伝統工芸品を気軽に身に着け
てみませんか？

本場奄美大島紬協同組合
【場所】奄美市名瀬浦上町 48-1   【電話】52-3411

奄美市だよりでお店＆商品
をPRしませんか？？

プレゼント提供
事業者募集中！

※当選者の発表は商品の発送をもっ
てかえさせていただきます。
※個人情報は、プレゼント発送以
外の目的では使用しません。

コロンと可愛い♪ドーム型ピンバッジ▶
プレゼント始まりますよ～！ 約1.5センチ

②
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奄美市の人口
（住民基本台帳）

令和６年６月末現在

世 帯 数 23,4 6 6世帯

人口総数 40,4 3 7 人

男 性 19 ,4 8 5 人

女 性 20,9 5 2 人

健診日程 名瀬：（保健センター）☎ 52-1111 内線 5052

日程 検診・相談
受付
開始

受付
終了

対象者など

８/６（火）
７カ月児健診 9:30 9:45 令和 5年12月16日～

令和 6年１月15日生

４カ月児相談 12:30 13:00 令和 6年３月16日～
令和 6年４月15日生

８/22（木） ３歳児健診 12:30 13:00 令和３年３月生

８/23（金） 1.6 歳児健診 12:30 13:00 令和５年２月生

８/28（水） 母子健康相談 9:30 10:00 市内に住む親子※要予約

令和６年　火災件数

区分
地区

６月 年　計

名　瀬 0 １
住　用 0 ０
笠　利 0 ０
合　計 0 １

火の用心！

消防団員募集中！
大島地区消防組合  ☎ 5 2 - 0 1 0 0

戸籍の窓 お誕生日おめでとう
※希望された方のみ掲載しています。（敬称略）

氏　
　

名 
     

保
護
者
名

（
６
月
届
出
）

對
喜　

菜
瑚 

(

な
こ) 

功
人
・
彩
夏

勝
元　

玲
陽 

(

れ
お) 

康
介 

長
野　

紗
悠 

(

す
ず
は) 

亮
介
・
く
る
み

田
中　

喜 
(

き
よ) 

豪 

出
口　

瑞
稀 

(

み
ず
き) 

篤
・
真
梨
子

昌
谷　

旺
輝 

(

お
う
き) 

満
里
奈

松
元　

優
衣 

(

う
い) 

樹
花

戸
田　

凪
燦 

(

な
ぎ
さ) 

信
夫
・
歩
惟

ガ
ル
シ
ア 

ベ
ア
ト
リ
ス
イ
サ
ベ
ル 

オ
ネ
リ
ス 

ダ
ニ
エ
ル
・

 
 (

べ
あ
と
り
す
い
さ
べ
る) 

向
日
葵

竹
田　

有
希 

(

う
き) 

栄
太
郎
・
夏
南
子

髙
濵　

瑠
月 

(

る
ね) 

和
也
・
麻
由
美

𠮷
田　

勝
星 

(

し
ょ
う
せ
い) 

健
勝
・
千
瑳

平
井　

星
凪 

(

せ
な) 

完
興
・
美
紀

　

厳
し
い
暑
さ
が

続
く
日
々
、
皆
様

い
か
が
お
す
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
奄
美
市
で
は
今
夏

よ
り
避
暑
の
た
め
に
市
役
所
や
８

つ
の
公
共
施
設
を
「
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
」
と
し
て
指
定
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
暑
さ
を
乗
り
切
る
た
め
に

も
、
夏
祭
り
は
大
事
で
す
。
今

年
も
市
民
や
企
業
・
団
体
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、

盛
大
な
祭
り
が
開
催
で
き
る
よ

う
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

１
日
か
ら
４
日
の
奄
美
ま
つ
り

（
名
瀬
）
で
は
、
万
が
一
の
天
候

不
順
な
ど
に
備
え
て
、
花
火
大
会

や
舟
こ
ぎ
競
争
に
加
え
て
、
八
月

踊
り
も
延
期
開
催
で
き
る
よ
う
、

運
営
改
善
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

11
日
の
あ
や
ま
る
祭
り
（
笠

利
）
で
は
、
名
物
の
「
な
ん
こ
大

会
」
を
今
回
は
太
陽
が
丘
の
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。
熱
中
症
対
策
を
し
な
が
ら
、

熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

25
日
の
三
太
郎
ま
つ
り（
住
用
）

も
間
近
で
花
火
が
見
ら
れ
る
の

が
大
き
な
売
り
で
す
が
、
今
年
か

ら
多
数
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

皆
様
を
お
迎
え
す
る
予
定
で
す
。

　

夏
祭
り
で
元
気
を
交
換
し
な
が

ら
、
よ
い
夏
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

市
長
コ
ラ
ム

意
：
悪
口
は
言
わ
な
い
方
が
、
心
が
き
れ
い
な
人
と
思
わ
れ
る
。
口
に
出
し
て
し
ま
っ
た
ら
嫌
わ
れ
て
し
ま
う
よ
。
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
言
葉
で
、
今
で
も
大
切
に
し
て
い
る
。[

シ
マ
ユ
ム
タ
伝
え
る
会 

里 

晃
尚(

笠
利
町
喜
瀬)

66
歳]

インターネット接続可能なパソコンやタブレット等があればご利用できます。
会員登録やアプリのインストールは不要。
メールアドレスをお持ちでない方も、携帯電話番号のみでご利用できます。

＜オンライン相談窓口で相談できる内容＞

● 経済的にお困りの方　● 生活保護　● 障害福祉
● 妊娠・出産・子育て　● 子育て支援・保育
● DVや児童虐待など(ストーカー等含む)
● 高齢者・介護等

※相談は無料（通信費は相談者のご負担となります。）
お気軽にご相談ください。
デジタル戦略課☎52-1111

市役所まで行かなくてもオンラインで
相談できます！（要予約）

予約はこちらから▼
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広
報

 奄
美
市
だ
よ
り

編
集
・
発
行

/
鹿
児
島
県
奄
美
市
役
所
企
画
調
整
課
 

TEL: 0997-52-1111　
FAX: 0997-52-1001  

〒
894-8555　

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬
幸
町

25
番

8
号

E-MAIL: info@city.amami.lg.jp 

facebook:https://www.facebook.com/AmamiCity
X（

旧
twitter） : https://twitter.com/Amami_City

奄
美
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

: https://www.city.amami.lg.jp/

広報「奄美市だより」では、電話番号の市外局番0997は省略しています。
また、本紙記載の「ＱＲコード」は(株 )デンソーウェーブの登録商標です。

高等教育修学支援新制度

奄美情報処理専門学校
https://amami-joho.ac.jp
TEL 0997-52-6999

オープンキャンパス

から申込み

入学年度

才まで

プログラマー

デザイナー

事務職など

就職サポート充実

全学生対象：企業教育支援金 ～

学費 円のチャンス

本校なら

第 区分の場合

毎月 円（給付）

さらに

入学金・授業料減免（満額）

資格もとれる

上級

広
告
の
ひ
ろ
ば
　
「
広
告
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
生
活
関
連
情
報
の
提
供
や
市
の
自
主
財
源
確
保
を
目
的
と
し
て

「
奄
美
市
広
報
紙
有
料
広
告
掲
載
取
扱
要
領
」
に
基
づ
き
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
掲
載
枠
の
上
限
を
超
え
る
お
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

令和６年８月号　奄美市だより 28

広告募集中
●広報紙
  縦 65mm ×横 80mm（１枠）　19,800円 /月
●ホームページバナー
  縦 80pixel ×横 240pixel　11,000円 /月

【参考】 広報紙配布部数:約２万３千部
　　　   発 行 時 期:毎月１日ごろ

【お問い合わせ先】企画調整課広報広聴係
☎ 52-1111（内線 5424・5425）

（ホテルウエストコート奄美様向かい）
奄美市名瀬入舟町3-8　エヌワンビル1階
〒894-0034

TEL 0997-57-66668：00～24：00 
－営業時間－

入舟町エヌワンビルへ引っ越しました‼

たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました 


